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グルコースクランプ試験（註４）の結果



グルコースクランプ試験（註４）

•註４：インスリンの効きの良さを確認するための検査。
•インスリンを持続的に体に注射して体の中のインスリン濃度を
一定（クランプ）にし、その上でブドウ糖（グルコース）も注
射して血糖値を一定（90-100mg/dl程度）に保つようにして、
この時に必要なブドウ糖の量（注射しているブドウ糖の量）を
測定する。

•必要なブドウ糖の量が多いとインスリンの効きは良く、少ない
とインスリンの効きが悪いということになる。

•本試験では、インスリンイコデクを使用（インスリン濃度は一
定ではない）したのちのブドウ糖の必要量を測定している。


